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カミナリが落ちた？ 

８月 27 日（木）から 28 日（金）にかけての深夜、横方向へ走る

稲光、空気を震わす落雷の音、たたきつけるような雨、60 年以上播

磨の地に住んでいる者がこれまでに経験したことがないような激し

い雷雨が長時間続きました。おそらくその影響でしょう、２学期直前

に大部分の教室のエアコンが故障してしまいました。 

附属中学校の電気設備は近年の改修工事により、高度な統括制御システムが導入されてい

ます。昨年度末の落雷により、校舎上部に取り付けられた常夜灯、駐車場の照明が故障して

しまってからは、システムによる制御を切り離して、アナログ的にタイマーで夜間点灯する

ようにしていました。今回はより高度な制御が必要な教室のエアコンが、運動場側校舎の２、

３階ほぼ全て故障してしまいました。 

故障したのなら直せばいいのではと言いたくなりますが、落雷による故障の場合は、損傷

箇所を見つけるのがとても難しいようです。落雷により、ブレーカー（遮断機）やモーター

が黒焦げになっていれば、それを交換すれば何とかなるかもしれませんが、温度管理をはじ

めとするエアコン全体の制御を微細な電気信号で行っている制御盤は大変です。見た目の変

化は全くなくても、一つの半導体チップの内部が損傷してしまうともうお手上げ状態です。 

少し日数がかかりましたが、業者さんによる冷媒（冷たいガス）の通る銅パイプに漏れが

ないかの点検、修理が始まりました。完全に元の状態に戻るには、もうしばらくかかる見込

みです。生徒皆さん、先生方、ご不便をおかけしますがご協力よろしくお願いします。

 

45 日 

夏休み中、特別な経験・体験をした人も多いと思います。8/19 からは、国際交流として附

属小中学校から 10 名の仲間がフィンランドに行ってきました。また、理科の大会に参加し

たり、部活動で他の学校で練習したりといった様々な体験談を、周囲の仲間に話したり、聞

いたりしてみましょう。きっとたくさんの学びや、気づきがあることでしょう。そして、そ

れができるのが学校という場所であり、学校のよいところ、楽しいところです。 

私は神戸空港から新潟空港までターボプロップ機（ATR-72）（1 時間 20 分）で行って、自

動車を運転して兵庫県へ戻ってきて（8 時間）、また

新潟県まで陸路走って（8 時間）、特急「しらゆき」

＋新幹線「はくたか」＋「つるぎ」＋新快速（6 時間

22 分）で帰ってきたのが、この夏一番のイベントで

した。8 月 18 日（火）北陸新幹線の車窓からは、極

早生（ごくわせ）種の稲刈りの様子も見られました。 

夏休み中、校舎を見回る際、３階の渡り廊下に掲げられた生徒会スローガン「Challengers 

～個性で彩れ！附属中の未来地図～」の横断幕のことを気にしていました。日光を遮るもの

がない場所なので「この日差し、この暑さ、横断幕は大丈夫かな？」「ロープは緩んでないか

な」と心配しながら見回りしていました。この夏の酷暑に耐えた横断幕に負けないよう、生

徒の皆さんもスローガンをしっかり共有していきましょう。 

 



２学期 

 今年度で一番長い２学期が始まりました。２学期は、どの学年も学習内容が深く、難しくな

ります。日頃の学習や取組の成果をまとめていく学期でもあります。そして３年生は、進路

選択が近づいてきます。目標に向けて、地道な努力を積み上げていく日々、それが２学期で

す。毎日少しずつの積み重ねが、最後には大きく響いてきますので期待しています。 

１学期にもお願いしましたが、充実した学校生活を送るためには、相手の立場に立って考

え、行動することが大切です。エアコンが使えなくて少し大変だけど、学校生活の再開です。

勉強も行事も本当にたくさんあります。そのため、少し厳しめに言います。いろいろな場面

で、自由の意味を勘違いしたり、自分の考えを押しつけたりすることなく、しっかりと先生

やお家の人、友だちの意見を聞いたり、仲間と話し合ったりしてほしいと思います。 

暑くてイライラすることもあるでしょう。その時々に、いきなり口に

出したり、行動したりすることなく、どんな考えや行動が必要か、よく

考えて欲しいと思います。２学期の最初に、この思いをみなさんと共有

しておきたいと思います。
 

あの頃は・・・ 

８月の静まりかえった中学校で、自分が中学３年生だった夏休みのことを振り返ってみま

した。当時「３年生だしな～書き込み式の課題＊でもするか」としぶしぶ机に向かって外を

見ると、本降りの雨という日が多かったことを思い出しました。友だちともあまり遊ばず、

家でボーッとしていた記憶があります。そこで自由研究第２弾として、当時の気象データを

インターネット検索してみました。＊当時は斬新だった参考書と記入式ワークが一体になったもの。

参考書と問題集は別冊が基本で、解答は別のノートに書いていました。 

表の数値を比較してみてください。かなり明確な違いがあります

よね。（記憶の混乱もなくて一安心）地球温暖化なんか進行していな

いと温室効果ガスの大量放出を続けている国もありますが、本当に

地球の気候は大丈夫なのか心配になります。 

行事予定 

 

 


